
松崎町規則第６号

松崎町景観まちづくり条例施行規則

（趣旨）

第１条 この規則は、景観法（平成16年法律第110号。以下「法」という。）及

び松崎町景観まちづくり条例（令和３年松崎町条例第８号。以下「条例」と

いう。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この規則において使用する用語は、法、景観法施行令（平成16年政令

第398号）、景観法施行規則（平成16年国土交通省令第100号）及び条例におい

て使用する用語の例による。

（町民等による景観計画の提案）

第３条 法第11条第１項又は第２項の規定による提案は、景観計画提案書（第

１号様式）を提出して行うものとする。

（行為の届出）

第４条 法第16条第１項の規定による届出は、景観計画区域内行為届出書（第

２号様式）に、別表第１の右欄に掲げる図書及びその他町長が必要と認める

書類を添付して町長に提出するものとする。

２ 前項の届出は、建築基準法（昭和25年法律第201号）その他法令に基づく手

続を行おうとする日（当該手続を要しない行為の場合は、当該行為に着手し

ようとする日）の30日前までに行わなければならない。

（届出を要する行為）

第５条 条例第10条第１号の規則で定める土地の形質の変更は、その面積が500

平方メートル以上のものとする。

２ 条例第10条第２号の規則で定める木竹の伐採は、その面積が500平方メート

ル以上のものとする。

３ 条例第10条第３号の規則で定める屋外における物件の堆積は、その面積が

500平方メートル以上のものとする。

４ 条例第10条第４号の規則で定める照明は、届出対象となる建築物、工作物

又は敷地内に設置される投光器、サーチライト、スポットライト、レーザー

その他これらに類するもののうち、３月以上継続して使用されるもので、新

設、移設、改設及び色彩等の照明方式の変更を行うものとする。

（届出を要しない行為）

第６条 条例第11条第１号の規則で定める行為は、別表第２に掲げる規模の建



築物の建築等とする。

２ 条例第11条第２号の規則で定める行為は、別表第３に掲げる規模の工作物

の建設等とする。

３ 条例第11条第３号の規則で定める行為は、その面積が500平方メートル未満

のものとする。

（行為の変更の届出）

第７条 法第16条第２項の規定による届出は、景観計画区域内行為変更届出書

（第３号様式）に別表第１の右欄に掲げる図書及びその他町長が必要と認め

る書類のうち当該変更に係るものを添付して行うものとする。

２ 前項の規定にかかわらず、町長は、前項の図書又は書類の添付の必要がな

いと認めるときは、これを省略させることができる。

（景観協議）

第８条 条例第13条第１項の景観協議（次項において「協議」という。）をしよ

うとする者は、景観計画区域内行為景観協議申出書（第４号様式）を町長に

提出しなければならない。

２ 協議は、法第16条第１項又は第２項の規定による届出の60日前までにしな

ければならない。

３ 町長は、条例第13条第３項の規定による指導をするときは、景観計画区域

内行為景観協議指導通知書（第５号様式）により行う。

（国又は地方公共団体が行う行為に係る通知）

第９条 法第16条第５項後段の規定による通知は、景観計画区域内における行

為の通知書（第６号様式）に、別表第４に掲げる図書及びその他町長が必要

と認める書類を添付して行うものとする。

（景観形成基準の適合通知）

第10条 町長は、法第16条第１項又は第２項の規定による届出があった場合に

おいて、当該届出に係る行為が景観計画に定める景観形成基準に適合してい

ると認めるときは、景観形成基準適合通知書（第７号様式）により通知する

ものとする。

２ 町長は、前項の規定による通知をしたときは、法第18条第１項に規定する

行為の着手制限の期間を当該通知の日まで短縮するものとする。

（行為の完了の届出）

第11条 条例第15条の規定による届出は、景観計画区域内行為完了届出書（第

８号様式）を提出して行うものとする。

２ 前項の届出書には、次に掲げる図書を添付しなければならない。

(１) 当該届出に係る行為を完了したことを示す写真

(２) 前号に掲げるもののほか、町長が必要と認める図書



（勧告）

第12条 法第16条第３項の規定による勧告は、勧告書（第９号様式）により行

うものとする。

（命令）

第13条 法第17条第１項の規定による命令は、変更命令書（第10号様式）によ

り行うものとする。

（期間延長等の通知）

第14条 法第17条第４項後段の規定による通知は、期間延長通知書（第11号様

式）により行うものとする。

（原状回復等の命令）

第15条 法第17条第５項の規定による命令は、原状回復等命令書（第12号様式）

により行うものとする。

（勧告に従わない旨の公表）

第16条 条例第18条第１項の規定による公表は、次に掲げる事項について行う。

(１) 個人にあっては氏名、法人にあっては名称及び代表者氏名

(２) 個人にあっては住所、法人にあっては所在地

(３) 勧告の要旨

(４) その他必要な事項

２ 条例第18条第１項の規定による公表をしようとするときは、当該公表に係

る者に対し、公表通知書（第13号様式）によりその旨を通知するものとする。

３ 条例第18条第１項の規定による公表を行ったときは、当該公表に係る者に

対しその旨を通知するものとする。

４ 条例第18条第２項の規定による通知及び意見陳述のための手続は、聴聞及

び弁明の機会の付与に関する規則（平成10年松崎町規則第15号）による。

（身分証明書）

第17条 法第17条第８項及び第23条第３項（法第32条第１項前段において準用

する場合を含む。）の身分を示す証明書は、身分証明書（第14号様式）による

ものとする。

（景観重要建造物及び景観重要樹木の指定の通知）

第18条 法第21条第１項及び第30条第１項の規定による通知は、景観重要建造

物（樹木）指定通知書（第15号様式）により行うものとする。

（告示事項及び標識の設置）

第19条 条例第19条第２項の規則で定める事項は、次に掲げる事項とする。

(１) 景観重要建造物又は景観重要樹木の指定番号及び指定年月日

(２) 景観重要建造物の名称又は景観重要樹木の樹種

(３) 景観重要建造物又は景観重要樹木の所在地



２ 法第21条第２項又は法第30条第２項の規定による規則で定める標識には、

前項各号に掲げる事項を記載するものとする。

（景観重要建造物等の現状変更許可の申請等）

第20条 法第22条第１項又は法第31条第１項の規定により現状変更の許可を受

けようとする者は、現状を変更しようとする日の60日前までに、景観重要建

造物（樹木）現状変更許可申請書（第16号様式）を提出しなければならない。

２ 町長は、法第22条第１項及び第31条第１項の規定による許可を行ったとき

は、景観重要建造物（樹木）現状変更許可通知書（第17号様式）により通知

するものとする。

３ 町長は、第１項の規定による申請があった場合において、現状変更の許可

をしないときは、景観重要建造物（樹木）現状変更不許可通知書（第18号様

式）により通知するものとする。

（景観重要建造物等の管理に関する命令又は勧告）

第21条 法第26条及び第34条の規定による命令は、景観重要建造物（樹木）管

理命令書（第19号様式）により行うものとする。

２ 法第26条及び第34条の規定による勧告は、景観重要建造物（樹木）管理勧

告書（第20号様式）により行うものとする。

（景観重要建造物等の指定解除の通知）

第22条 法第27条第３項において準用する法第21条第１項及び第35条第３項に

おいて準用する法第30条第１項の規定による通知は、景観重要建造物（樹木）

指定解除通知書（第21号様式）により行うものとする。

（景観重要建造物等の所有者の変更の届出）

第23条 法第43条の規定による届出は、景観重要建造物（樹木）所有者変更届

出書（第22号様式）により行うものとする。

（景観重要公共施設の整備等に関する事前協議）

第24条 条例第21条第１項の協議は、景観重要公共施設の整備に係る事前協議

書（第23号様式）に別表第５に掲げる図書及びその他町長が必要と認める書

類を添付して行わなければならない。

２ 条例第21条第２項の協議は、景観重要公共施設占用等許可事前協議書（第

24号様式）に別表第５に掲げる図書及びその他町長が必要と認める書類を添

付して行わなければならない。

３ 町長は、条例第21条第２項の規定による協議の結果、協議のあった行為が

景観計画に支障がないと認めるときは、景観重要公共施設占用等許可事前確

認書（第25号様式）により通知するものとする。

（占用等の完了の届出）

第25条 条例第22条の規定による届出は、景観重要公共施設占用等行為完了届



出書（第26号様式）に当該届出に係る行為を完了したことを示す写真及びそ

の他町長が必要と認める図書を添付して提出するものとする。

２ 町長は、条例第22条の規定による届出があった場合において、当該届出に

係る行為が景観計画に支障がないと認めるときは、景観重要公共施設占用等

行為完了確認書（第27号様式）により通知するものとする。

（まつざき景観資産の指定の告示）

第26条 条例第24条第３項の規定による告示は、次に掲げる事項について行う

ものとする。

(１) まつざき景観資産の名称及び所在地

(２) 指定番号及び指定年月日

（まつざき景観団体の認定等）

第27条 条例第25条第１項の規定による認定を受けようとする団体は、まつざ

き景観団体認定申請書（第28号様式）に次に掲げる書類を添えて町長に提出

しなければならない。

(１) 活動地域を示す図面

(２) 会員の氏名及び住所（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名並

びに主たる事務所の所在地）を記載した名簿

(３) 前２号に掲げるもののほか、町長が必要と認める図書

２ 町長は、条例第25条第１項の規定による申請があったときは、その内容を

審査し、その活動が良好な景観形成に資すると認めるときは、まつざき景観

団体認定通知書（第29号様式）により当該申請者に通知するものとする。

３ 条例第25条第２項の規定による公表の内容は、まつざき景観団体の名称、

活動区域及び活動内容とする。

４ 条例第25条第３項の規定による認定の取消しは、次の各号のいずれかに該

当する場合に行うことができる。

(１) 申請された活動が行われていない場合

(２) 申請された活動内容と異なる活動をした場合

(３) その他町長が良好な景観の形成に資するものと認めない活動をした場

合

５ 条例第25条第３項の規定による認定の取消しの通知は、まつざき景観団体

認定取消通知書（第30号様式）により行うものとする。

６ 条例第25条第４項の規定による変更の届出は、まつざき景観団体変更届出

書（第31号様式）により行うものとする。

７ 条例第25条第４項の規定による辞退の届出は、まつざき景観団体辞退届出

書（第32号様式）により行うものとする。

（景観審議会の会長及び副会長）



第28条 松崎町景観審議会（以下「審議会」という。）に、会長及び副会長をそ

れぞれ１人置き、審議会の委員（以下「委員」という。）の互選によりこれを

定める。

２ 会長は、審議会の会務を総括し、審議会を代表する。

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。

（会議）

第29条 審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長と

なる。

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。

４ 審議会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求めて意見若しく

は説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。

（会議の公開）

第30条 会議は、公開とする。ただし、会長又は委員の発議により、出席した

委員の過半数をもって議決したときは、非公開とすることができる。

（審議会の庶務）

第31条 審議会の庶務は、条例を所管する課において処理する。

（委任）

第32条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。

附 則

この規則は、令和３年９月１日から施行する。

別表第１（第４条、第７条関係）

行為 図書

法第16条第１項第１

号から第３号までに

規定する行為

位置図 方位及び行為地の付近見取図

計画配置図 敷地の境界、建築物の位置及び緑化

計画

計画立面図及び断

面図又は完成予想

図

着色（各面の見付面積、仕上げ材の種

類、各色の使用面積及びマンセル値）



別表第２（第６条関係）

現況写真 行為地及びその周辺

条例第10条第１号及

び第３号に規定する

行為

位置図 方位及び行為地の付近見取図

計画配置図 敷地の境界、建築物の位置及び緑化

計画

計画立面図及び断

面図又は完成予想

図

着色（各面の見付面積、仕上げ材の種

類、各色の使用面積及びマンセル値）

現況写真 行為地及びその周辺

条例第10条第２号に

規定する行為

位置図 方位及び行為地の付近見取図

計画配置図 敷地の境界、建築物の位置及び緑化

計画

現況写真 行為地及びその周辺

条例第10条第４号に

規定する行為

位置図 方位及び行為地の付近見取図

計画配置図 敷地の境界、建築物の位置及び緑化

計画

計画立面図及び断

面図又は完成予想

図

着色（各面の見付面積、仕上げ材の種

類、各色の使用面積及びマンセル値）

製品仕様書 規格値等

現況写真 行為地及びその周辺

規模

建築物の新築、増築、改築、移転又は外観の変更で、次のいずれにも該当しないも

の

(１) 建築物の高さが10メートルを超えるもの又は延べ面積が500平方メートル以

上のもの（増築する場合にあっては、増築後の高さ及び延べ面積）

(２) 松崎町景観計画で定める農村景観ゾーンにおいて、建築物の高さが８メート

ルを超えるもの又は延べ面積が500平方メートル以上のもの（増築する場合に

あっては、増築後の高さ及び延べ面積）

(３) 建築物の増築、改築に係る部分の床面積の合計が10平方メートルを超える

もの

(４) 外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更に係る部分

の面積が、各立面の外観に係る面積の２分の１以上のもの



別表第３（第６条関係）

別表第４（第９条関係）

別表第５（第24条関係）

種類 規模

位置図 方位及び行為地の付近見取図

措置状況を記載した書類 国、静岡県等が色彩・デザイン指針、景観ガイド

ライン等で定める公共施設の整備に関する景観

配慮事項に対する行為

計画立面図及び断面図又は完

成予想図

着色（各面の見付面積、仕上げ材の種類、各色の

使用面積及びマンセル値）

現況写真 行為地及びその周辺

種類 規模

位置図 方位及び行為地の付近見取図

措置状況を記載した書類 国、静岡県等が色彩・デザイン指針、景観ガイド

ライン等で定める公共施設の整備に関する景観

配慮事項に対する行為

計画立面図及び断面図又は完

成予想図

着色（各面の見付面積、仕上げ材の種類、各色の

使用面積及びマンセル値）

規模

工作物の新築、増築、改築、移転又は外観の変更で、次のいずれにも該当しないも

の

(１) 高さが２メートルを超える柵・塀

(２) 高さが３メートルを超える擁壁

(３) 高さが10メートルまたは床面積の合計が500平方メートルを超える建築物の

屋根・屋上に設置する、設置パネルの面積の合計が50平方メートルを超える太

陽光発電設備

(４) 土地に自立して設置する、設置パネルの面積の合計が10平方メートルを超え

る太陽光発電設備

(５) 建築物の屋根・屋上に設置する、高さが２メートルを超える風力発電設備（ブ

レード含む）

(６) 土地に自立して設置する、高さが10メートルを超える風力発電設備（ブレー

ド含む）

(７) 前号(１)から(６)に掲げるもの以外の工作物で、高さが10メートルを超える

もの



現況写真 行為地及びその周辺


